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PMDA-ODの形態 

{100}<001> 

高分子材料は測定反射角度が低いため、ｄｅｆｏｃｕｓが大きく作用します。 
｛００２｝より、｛００４｝が適当、他に｛１００｝、｛０１３｝が考えられる。 
又、吸収係数が小さいため、吸収補正量も大きくなります。 
測定データのＥｒｒｏｒ評価が必須です。 
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透過、反射、透過垂直測定 

補正式 

μ 
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軸配向と面配向 

{100}面配（ａ軸がＮＤ軸に平行の場合を示す） 

１軸配向（ａ軸がＭＤ軸に平行の場合を示す） Ｓｉｄｅ測定 

１軸配向の場合、透過対称極点図の外周測定で配向評価が可能 
透過垂直測定では、｛１００｝のＲＤ方向測定強度が低下する  

多面配向も可能、吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正とＥｒｒｏｒ評価 
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Ｄｅｆｏｃｕｓ、吸収の影響（１００）の場合 
透過法ut=0.05の場合            透過法ｕｔ＝１の場合             

反射法受光スリット１２ｍｍ   反射法受光スリット１４ｍｍ 

補正量を少なくすると、測定データのＥｒｒｏｒが小さくなる。 
Ｕｔ＝１とし、受光スリットは、近接ピークが畳込まれない幅とする。 
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１面配向のシュミレーション 

完全な｛１００｝配向なら透過反射データの接
続領域に極がない為、接続出来ません。 

 

ＯＤＦ解析 

再計算極点図を計算 

ＯＤＦ入力極点図と再計算極点図からＲｐ％を計算 

Rp%の値から補正極点図の信頼性評価が可能 
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多面配向の評価 

評価する極点図 

完全極点図の配向関数で評価 

ND方向にａ軸が平行でその分散が0.6587であると計算されます。 
Ｒａｎｄｏｍは０．３３３です。 7 



１面配向と考えた場合（不完全極点図の測定されていない領域を計算） 
{100}の反射極点データ 

不完全反射極点図の測定されていない部分を指数関数で外挿計算 

完全極点図から計算した値と同等の結果
が得られます。 
 
この手法は、Orthoromibic、Hexagonalに
応用できます。 
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１軸配向試料の計算（佐々木先生の配向分布関数） 

透過対称極点図 外周のみの極点図から計算 

MD方向にａ軸が平行で分散が０．４９７９と計算されます。 
吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正不要 
透過垂直測定では、ＭＤ方向の測定が出来ません。透過対称測定で測定します。 9 

β=0 MD方向 



１軸配向の半価幅から評価（ＰｒｅｆｅｒｒｅｄＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ） 
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{004}極点図から計算 

{100}極点図から計算 

分散が広がるとＰＯ％は小さくなります 
透過対称測定で測定します。 



{100}面配向極点図をＯＤＦ解析しVolumeFractionを求める 
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｛１００｝＜０－１０＞、｛１００｝＜００１＞などの{100}<0vw>が検出され<100>//NDの 
VolumeFractionが５２．２２％と計算される 



まとめ 
極点図を扱う場合、データ補正が必須で、測定と補正が正確に行われているか評価する。 

 
多面配向と考えた場合、反射極点図と、透過極点を測定、個別ＯＤＦのＥｒｒｏｒ評価 
透過＋反射極点極点図のＥｒｒｏｒ評価を行った上で配向評価を行う。 
同じ光学系、同じ吸収（ｕｔ）でＥｒｒｏｒ評価されていれば、再確認不要 

 
Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ、Ｈｅｘａｇｏｎａｌの１面配向評価であれば、反射極点図の手法を利用 *1 
 
１軸配向であれば、佐々木先生解説手法の配向関数を利用する。 *2 
 
ＥＢＳＤに比べ、アナログで測定されているＸＲＤでは補正が重要です。 
 
 
 
 
 
 
*1  Journal of the Japan Society of Powder and Powder Metallurgy Vol.50,No1 p45-p49 
*2  高分子材料の配向評価（北陸先端科学技術大学院大学） 佐々木伸太郎先生 
 

12 


